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( 2)

官
と
民
と
の
共
同
開
催

楽
し
さ
満
点
婚
活
事
業

結
婚
活
動
『
婚
活
』
の
支
援
に
自
治
体
も
動
き
出

結
婚
活
動
『
婚
活
』
の
支
援
に
自
治
体
も
動
き
出
しし

板
倉
町
で
も
独
自
の
婚
活
事
業
が
い
よ
い
よ
ス
タ
ー

板
倉
町
で
も
独
自
の
婚
活
事
業
が
い
よ
い
よ
ス
タ
ー
トト

自
治
体
が
行
う
婚
活
と
は
？

自
治
体
が
行
う
婚
活
と
は
？　

今
回
は
、
板
倉
町
婚
活
事
業
の
第
一

今
回
は
、
板
倉
町
婚
活
事
業
の
第
一
弾弾

「
バ
レ
ン
タ
イ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
」
を
徹
底
取

「
バ
レ
ン
タ
イ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
」
を
徹
底
取
材材

　

婚
活
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

今
、
世
間
で
は
「
就
活
の
次
は

婚
活
」
と
言
わ
れ
て
い
る
ほ
ど
に
、

『
婚
活
』
と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に

し
ま
す
。
そ
の
婚
活
応
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
が
今
、
板
倉
町
で

も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
第

一
弾
と
し
て
、
２
月　

日　

、
中

14

(日)

央
公
民
館
を
会
場
に
バ
レ
ン
タ
イ

ン
パ
ー
テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
パ
ー
テ
ィ
ー
は
板
倉
町

役
場
と
板
倉
町
商
工
会
青
年
部
が

協
力
し
、
企
画
・
実
施
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　

今
回
、
ど
う
し
て
婚
活
応
援
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
う
こ
と
と
な
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
？　

行
政
安
全

係
の
根
岸
課
長
補
佐
は
「
現
在
、

少
子
化
の
一
因
と
さ
れ
る
晩
婚
や

未
婚
を
減
ら
そ
う
と
、
住
民
の
結

婚
活
動
の
後
押
し
に
動
い
て
い
る

自
治
体
は
数
多
く
あ
り
ま
す
。
近

隣
で
は
明
和
町
が
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
群
馬
県
が
主
催

す
る
『
赤
い
糸
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

業
』に
は
大
変
多
く
の
か
た
が
登

録
し
、
活
発
な
事
業
が
展
開
さ
れ

て
い
ま
す
。
少
し
で
も
多
く
の
か

た
が
幸
せ
な
結
婚
を
し
、
幸
せ
な

生
活
を
送
る
。
充
実
し
た
生
活
は

町
の
活
力
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

広報いたくら　Ｈ22．３．１(3)

す
」
と
話
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
事
業
は
町

と
し
て
も
初
め
て
の
こ
と
、
以
前

か
ら
広
域
で
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
を

開
催
し
て
い
る
商
工
会
青
年
部
に

協
力
を
求
め
ま
し
た
。
商
工
会
青

年
部
長
の
増
田
さ
ん
は
、「
婚
活

事
業
に
は
大
変
多
く
の
若
者
が
参

加
し
ま
す
。
こ
の
若
い
力
は
と
て

も
魅
力
的
。
こ
の
事
業
を
き
っ
か

け
に
、
板
倉
の
魅
力
を
伝
え
て
い

く
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
」
と
婚
活
事
業
の
発
展
性
を

話
し
ま
す
。

　

大
盛
況
の
パ
ー
テ
ィ
ー

　

今
回
開
催
さ
れ
た
バ
レ
ン
タ
イ

ン
パ
ー
テ
ィ
ー
は
、
町
の
広
報
紙

や
新
聞
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

を
使
っ
て
参
加
者
を
募
集
し
ま
し

た
。
当
初
は
果
た
し
て
ど
れ
だ
け

の
人
が
集
ま
っ
て
く
れ
る
の
か
と

大
変
心
配
し
た
そ
う
で
す
。
し
か

し
、
そ
ん
な
心
配
を
よ
そ
に
定
員

　

名
を
は
る
か
に
超
え
る
１
０
２

24名
の
応
募
が
町
内
外
か
ら
あ
り
ま

し
た
。
今
回
の
企
画
は
、
料
理
を

し
な
が
ら
の
交
流
の
た
め
、
ど
う

し
て
も
人
数
が
限
ら
れ
ま
す
。
年

代
別
に
わ
け
て
の
抽
選
に
よ
り
、

参
加
者
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
パ
ン
と
パ

ス
タ
作
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
力

を
合
わ
せ
て
一
つ
の
も
の
を
作
り

あ
げ
る
こ
と
で
、
達
成
感
も
あ
り
、

普
段
の
生
活
感
や
考
え
方
な
ど
、

細
か
い
人
柄
ま
で
み
え
て
く
る
と

て
も
良
い
企
画
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
料
理
の
講
師
を
務
め
る
先

生
が
た
も
「
皆
さ
ん
と
和
や
か
な

雰
囲
気
を
出
せ
る
よ
う
に
が
ん
ば

り
た
い
」
と
や
る
気
十
分
。
愛
情

レ
シ
ピ
を
用
意
し
、
パ
ー
テ
ィ
ー

会
場
の
テ
ー
ブ
ル
に
は
生
け
花
ま

で
添
え
る
と
い
う
熱
の
入
れ
方
で

す
。
そ
し
て
、
最
後
に
は
商
工
会

青
年
部
か
ら
板
倉
町
な
ら
で
は
の

お
み
や
げ
も
…
。
サ
ー
ビ
ス
満
点

の
パ
ー
テ
ィ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

　

遊
び
に
行
く
気
持
ち
で

　

商
工
会
青
年
部
長
の
増
田
さ
ん

は
、
今
回
の
事
業
を
次
の
よ
う
に

振
り
返
り
ま
す
。

　
「
今
回
、
こ
の
よ
う
に
町
と
商

工
会
、
官
と
民
が
協
力
し
事
業
を

実
施
で
き
た
こ
と
は
大
変
大
き
な

意
味
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
後

も
町
と
連
携
を
は
か
り
、
協
力
し

合
え
る
と
こ
ろ
は
協
力
し
、
婚
活

事
業
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
で

き
れ
ば
と
、
思
っ
て
い
ま
す
」

　

こ
の
度
、
取
材
し
た
こ
の
婚
活

応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
い
ず
れ
は

町
お
こ
し
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く

よ
う
に
思
い
ま
す
。
独
身
の
か
た

が
た
、
ぜ
ひ
こ
れ
か
ら
も
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。
気
を
張
ら
ず
に
、

遊
び
に
行
く
よ
う
な
感
じ
で
よ
い

と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
第
一
歩
を

踏
み
出
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

総務課行政安全係
課長補佐　→

 根  岸  光  男 
ね ぎし みつ お

　 板倉町商工会
← 青年部長

 増  田  英  樹 
ます だ ひで き

自ら作ったおいしい料理を食べなが
らのパーティーは会話も弾みます。
参加者からは「いっしょに料理をしな
がらの会話はとても盛り上がりまし
た。初対面のかたでもあまり緊張せ
ず、会話と料理を楽しむことができ
ました」との意見をもらいました。

料理終了後、会場は３階に移ります。
参加者全員で作り上げたパンやパス
タはきれいなお花で飾り付けられた
テーブルに並べられ、立食パー
ティーがスタート。

パン作りは 青  木  敬  子 さん(写真左)、
あお き けい こ

パスタ作りは 小  倉  京  子 さん(写真右)
お ぐら きょう こ

に講師を依頼。明るく、元気な指導
で、場を盛り上げてくれました。料
理をしながらの楽しい交流が行われ
ました。

■レポーター

広報編集委員

土橋ひろ子

5051
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収
税
係 

�
内
線
２
２
４

納
税
と
更
新
手
続
き

お
忘
れ
な
く
！

　

国
民
健
康
保
険
税
に
未
納
が
あ

る
た
め
、
短
期
有
効
期
限
の
国
民

健
康
保
険
証
に
該
当
す
る
世
帯
の

か
た
は
、
３
月　

日　

を
も
っ
て

31

(水)

保
険
証
の
有
効
期
限
が
切
れ
て
し

ま
い
ま
す
。

　

保
険
税
は
皆
さ
ん
が
病
院
な
ど

へ
か
か
っ
た
と
き
の
大
切
な
財
源

と
な
り
ま
す
の
で
、
国
民
健
康
保

険
税
に
未
納
が
あ
る
か
た
は
、
次

に
よ
り
納
税
い
た
だ
き
、
更
新
手

続
き
を
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

　

ま
た
、
ど
う
し
て
も
納
付
が
困

難
な
場
合
に
は
、
お
早
め
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

日
時　

特
に
期
間
は
設
け
ま
せ
ん
。

土
日
、
祝
日
の
閉
庁
日
を
除
き
、

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時　

分

30

30

ま
で
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
毎
週
水
曜
日
は
午
後
７

時　

分
ま
で
窓
口
を
延
長
し
て
い

30
ま
す
。

場
所　

戸
籍
税
務
課
収
税
係

　
　
　

健
康
介
護
課
保
険
医
療
係

持
参
す
る
も
の　

現
在
お
持
ち
の

国
民
健
康
保
険
証

　

去
る
２
月　

日　

、
前
橋
テ
ル

10

(水)

サ
大
ホ
ー
ル
に
て
、
農
地
・
水
・

環
境
保
全
向
上
対
策
事
業
の
表
彰

式
が
群
馬
県
の
主
催
で
行
わ
れ
、

当
該
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
県

内
２
０
７
組
織
の
う
ち
、
８
組
織

へ
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
町
で
は
地
域
の
農
地
・

水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
活
動
を

６
組
織
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い

て
い
ま
す
が
、
今
回
の
表
彰
式
で

は
、
第　

行
政
区
で
結
成
さ
れ
た

14

下
五
箇
南
部
む
ら
づ
く
り
推
進
協

議
会
が
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

下
五
箇
南
部
む
ら
づ
く
り
推
進

協
議
会
は
、
地
域
内
の
農
道
補
修

や
水
路
管
理
、
環
境
保
全
向
上
活

動
を
地
域
住
民
が
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
度
の

受
賞
は
こ
の
よ
う
な
功
績
が
認
め

ら
れ
て
の
も
の
で
す
。

　

町
で
は
、
町
内
６
つ
の
組
織
の

農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策

活
動
に
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
各
組
織
員
の
か
た
が
た
に
は

大
変
な
ご
苦
労
を
お
か
け
し
て
お

り
ま
す
が
、
今
後
も
今
ま
で
と
変

わ
ら
ぬ
活
動
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

ヨ
シ
焼
き
実
施　

ご
理
解
・
ご
協
力
を

　
　
　
　
　

功
績
認
め
ら
れ

農
政
係 

�
内
線
４
１
２

企
画
調
整
係 

�
内
線
１
４
２

　

渡
良
瀬
遊
水
地
に
お
い
て
、
ヨ

シ
焼
き
を
実
施
し
ま
す
。
風
向
き

や
上
昇
気
流
に
よ
り
灰
や
煙
が
広

範
囲
に
わ
た
り
飛
散
し
、
洗
濯
物

へ
の
付
着
、
庭
や
屋
根
へ
の
降
灰

な
ど
、
大
変
ご
迷
惑
を
か
け
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
実
施
中
は
遊
水
地
内
へ

の
立
ち
入
り
は
禁
止
と
な
り
ま
す
。

日
時　

３
月　

日　
21

(日)

　
　
　

午
前
８
時　

分
〜

30

場
所　

渡
良
瀬
遊
水
地
全
域

※
雨
天
・
強
風
な
ど
や
下
草
が

湿
っ
て
い
る
場
合
は
、
順
延
に
な

り
ま
す
。

第
１
予
備
日　

３
月　

日　
27

(土)

第
２
予
備
日　

３
月　

日　
28

(日)

※
順
延
な
ど
の
変
更
が
あ
る
場

合
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
確
認

で
き
ま
す
。

○
パ
ソ
コ
ン
用
ア
ド
レ
ス

 

http://www1.odn.ne.jp/̃a

an53170/wtrs/

○
携
帯
電
話
用
ア
ド
レ
ス

 

http://www.watarase.or.j

p/m/

○
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

�
０
１
８
０－

　

－

２
４
０
０

99

農
地
・
水
・
環
境
保
全

向
上
対
策
事
業
表
彰
式

医療費は皆さんの
保険税で賄われます

�８２－１１１１
�８２－１３００
�k- j ouhou@t own. i t akur a. gunma. j p
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緊急雇用対策
臨時職員募集！

　町では、緊急雇用対策として
臨時職員を募集します。
●募集職種
・一般事務補助員　　【６名】
・作業員　　　　　　【３名】
・高齢者訪問調査員　【２名】
※一般事務補助員は、各課によ
り業務内容が異なります。
●応募資格
・失業者であること
・企業の雇用調整などにより解
　雇、継続雇用の中止により離
　職を余儀なくされたかた
・自営業を廃業し、職を探しているかた
・採用予定日の前日までに現在の雇用期間が満了するかた
・過去に緊急雇用創出事業に係わる業務を勤務されていな
　いかた
●雇用期間　基本６か月（更新１回のみ可）
※業務内容により異なります。
●勤務時間　原則、月～金曜日　
午前８時30分～午後５時30分
（業務内容により異なります）
●賃金　月給１３７，５００円　日給６，２００円
（業務内容により異なります）
●受付期限　３月19日(金)　午後５時まで
●申込方法　　履歴書、職歴書、離職を証明できる書類の
写しを産業振興課産業政策係に提出してください。
※募集要項は、役場産業振興課に置いてあります。
●申込先・問合せ　産業政策係　�７０－４０４０
朝日野３丁目９番地（板倉ニュータウン販売センター内）

　
　
　
　

届
け
出
の
際
に
は
ご
記
入
を

戸
籍
年
金
係  

�
内
線
２
３
１

　

厚
生
労
働
省
で
は
毎
年
人
口
動

態
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ

の
調
査
は
皆
さ
ん
か
ら
の
出
生
、

死
亡
、
死
産
、
婚
姻
、
離
婚
の
各

届
出
を
も
と
に
、
出
生
や
死
亡
の

状
況
な
ど
を
調
べ
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
国
勢
調
査
の
行
わ
れ
る

年
に
は
、
人
口
動
態
職
業
・
産
業

調
査
を
実
施
し
、
届
書
に
職
業
や

産
業
な
ど
の
記
入
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
本
年
は
国
勢
調
査
の
年

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
届
け
出
を
さ

れ
る
か
た
が
た
に
は
ご
協
力
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
事
項

○
出
生　

子
が
生
ま
れ
た
と
き
の

父
母
の
職
業

○
死
亡　

死
亡
し
た
と
き
の
本
人

の
職
業
及
び
産
業

○
死
産　

死
産
が
あ
っ
た
と
き
の

父
母
の
職
業

○
婚
姻　

同
居
を
始
め
る
前
の
夫

妻
の
職
業

○
離
婚　

別
居
す
る
前
の
夫
妻
の

職
業

調
査
期
間

○
出
生
・
死
亡
・
死
産　

平
成　
22

年
４
月
１
日
か
ら
平
成　

年
３
月

23

　

日
ま
で
に
発
生
し
、
出
生
は
平

31成　

年
４
月　

日
、
死
亡
は
同
年

23

13

４
月
６
日
、
死
産
は
同
年
４
月
７

日
ま
で
の
届
出

○
婚
姻
・
離
婚　

平
成　

年
４
月

22

１
日
か
ら
平
成　

年
３
月　

日
ま

23

31

で
の
届
出
。
た
だ
し
、
調
停
・
審

判
・
和
解
・
請
求
の
認
諾
ま
た
は

判
決
の
離
婚
は
、
平
成　

年
４
月

22

１
日
か
ら
平
成　

年
３
月　

日
ま

23

31

で
に
成
立
、
確
定
ま
た
は
認
諾
し

平
成　

年
４
月
９
日
ま
で
の
届
出

23

▼
職
業
（
個
人
の
仕
事
の
種
類
）

専
門
・
技
術
職
、
事
務
職
、
販
売

職
、
サ
ー
ビ
ス
職
な
ど

▼
産
業
（
事
業
に
お
け
る
産
業
の

分
類
）
農
業
、
建
設
業
、
不
動
産

業
な
ど

　平成21年度群馬県
統計大会が１月21日
（木)に前橋市民文化会
館で開催されました。
多年にわたり統計調
査に多大な貢献をさ
れたことが認められ、
 葭  葉 
よし ば

 耕 
こう

 栄 さん(板倉)
えい

が、群馬県統計協会会
長より感謝状を授与
されました。
　葭葉さんは板倉町
統計調査協力員として第一線で活躍されており、統
計業務の推進と統計思想の普及啓発のためご尽力さ
れ、この度の受賞となりました。

統計調査にご尽力
群馬県統計協会会長感謝状授与

人
口
動
態
職
業
・

産
業
調
査
実
施

情報広報係　　　　　　　　　�内線１５１
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無病息災を願い
　２月３日(水)、雷電神社と高鳥天満宮でそれぞれ

節分祭が行われました。この豆まきは邪気を払って

家内安全や無病息災を願う伝統行事。子どもたちは

「鬼は外、福は内」と大きな声で何度も豆をまき、

こわーい鬼を追い払いました。板倉保育園すみれ組

の 間  明  田  幸  司  朗 くんは「みんなといっしょだから、
ま みょう だ こう し ろう

鬼はぜんぜん怖くなかった。豆を思いっきり投げて

鬼をやっつけました」と興奮ぎみに話しました。

大人への一歩
　２月12日(金)、中央公民館大ホール

で立志式が行われました。式典では、

タイムカプセルの封印や板倉中学校の

卒業生で現在、日本ピストンリング㈱

常勤監査役・工学博士 小  野  田  元  伸 さん
お の だ もと のぶ

さんの講演が行われました。また、生

徒代表として意見発表をした 芹  澤  朱  祐 
せり ざわ あ ゆ

 美 さんは「今日はしっかりとした大人
み

になるための大切な節目の日、自立を

心がけ、立志を迎えた人間としてしっ

かりとした生活をしていきたい。そし

て、どんなときも夢をあきらめず、努

力し続けることのできる人になりたい

と思います」と目標を述べました。

広報いたくら　Ｈ22．３．１(7)

情報・意見交換の場
　２月21日(日)、東洋大学板倉キャンパスで賀詞交歓会が

行われました。これは町と町内各種団体及び企業関係者な

どの相互の親睦を深め、よりすばらしいまちづくりへ向け

た情報交換、意見交換の場として開催されたものです。ま

た、「箱根駅伝 連覇への奇跡」と題し、東洋大学陸上競技部

コーチ  佐  藤  
さ とう

 尚 さんの記念講演会も同時開催されました。
ひさし

２年連続総合優勝
　１月２日(土)、３日(日)に行われた第86回東京箱根間往復

大学駅伝競走で見事２年連続総合優勝を果たした東洋大学

陸上競技部（長距離部門）が２月１日(月)に優勝報告のた

め、板倉町役場を訪れました。 酒  井  俊  幸 監督は「戦国駅伝
さか い とし ゆき

と言われる中、２連覇が果たせたことは本当にうれしく

思っています」と喜びの声を聞かせてくれました。

遠くまで見えるかな？
望遠鏡を作ろう！

１月23日(土)、東部公民

館で行われたおもしろ

科学教室で望遠鏡作り

が行われました。

お姉さん
また来てね！

２月中、北保育園に板倉

高校生が職場体験に訪

れ、園児たちと楽しくふ

れあいました。

変幻の世界に感動
万華鏡作り

２月13日(土)、中央公民

館でわんぱく教室が開

催され、万華鏡作りが行

われました。

痛みを和らげ
楽しい毎日

２月17日(水)、総合老人

福祉センターで腰痛やひ

ざ痛が楽になる健康体操

教室が行われました。

万が一の災害に備え
復旧活動の拠点として

２月18日(木)、合の川河

川防災ステーション・合

の川水防センターの 竣  工 
しゅん こう

式が行われました。

練習の成果を発揮
老人クラブ芸能発表

２月13日(土)、総合老人

福祉センターで第32回邑

楽郡老人クラブ芸能大会

が行われました。
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集
合
住
宅
に
住
ん
で
い
て
、
今

度
、
新
し
く
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

対
応
の
テ
レ
ビ
に
買
い
換
え
た
い

の
で
す
が
、
部
屋
で
見
ら
れ
る
の

か
不
安
で
す
。
ど
ん
な
対
応
が
必

要
な
の
で
し
ょ
う
か
？

　
　
　
　
　
　
　
　
（
匿
名
希
望
）

　

集
合
住
宅
に
つ
い
て
は
、
施
設

の
ア
ン
テ
ナ
や
施
設
内
配
線
な
ど

の
地
デ
ジ
対
策
が
済
ん
で
い
な
い

こ
と
を
原
因
と
し
た
地
デ
ジ
受
信

障
害
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
高
層
建
築
物
の
陰
で
電

波
が
届
か
な
い
場
所
で
は
、
電
波

が
地
デ
ジ
に
変
わ
っ
て
も
依
然
と

し
て
電
波
障
害
が
残
り
ア
ン
テ
ナ

受
信
が
で
き
な
い
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

　

確
認
の
た
め
に
、
管
理
会
社
や

管
理
組
合
、
大
家
さ
ん
な
ど
共
同

受
信
施
設
の
管
理
者
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
改
修
工
事
は
比

較
的
時
間
を
要
し
ま
す
の
で
準
備

を
お
急
ぎ
く
だ
さ
い
。

　

地
デ
ジ
対
応
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ

を
設
置
し
て
い
な
い
場
合
、
次
の

対
応
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

○
個
別
に
ア
ン
テ
ナ
を
た
て
る

・
Ｖ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
の
み
の
場
合

は
、 

Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
工
事
が
必

要
で
す
。

・
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
を
使
用
の
場

合
は
、
通
常
そ
の
ま
ま
で
受
信
で

き
ま
す
が
、
調
整
や
交
換
、
追
加

が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

○
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
利
用
す
る

・
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
利
用
に

は
、
加
入
契
約
料
、
月
額
利
用
料

な
ど
の
費
用
が
か
か
り
ま
す
。

問
合
せ

○
総
務
省
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

�
０
５
７
０－

　

－

０
１
０
１

07

○
総
務
省
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ

ン
タ
ー

http://digisuppo.jp

施
設
管
理
者
へ

連
絡
し
ま
し
ょ
う

集
合
住
宅
の

地
デ
ジ
対
策

　

こ
の
町
に
移
り
住
ん
で

　

子
ど
も
た
ち
が
遊
び
回
れ
る
自

然
、
学
園
都
市
、
地
場
産
の
安
全

な
食
材
な
ど
豊
か
な
環
境
に
ひ
か

れ
、
９
年
前
に
板
倉
町
に
移
り
住

ん
だ
小
早
川
さ
ん
。

　

こ
の
町
の
事
が
も
っ
と
知
り
た

い
、
た
く
さ
ん
の
住
民
と
触
れ
合

い
た
い
と
の
思
い
か
ら
『
わ
い
わ

い
き
ま
ぐ
れ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
』

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
と
地
域
の
か
た
と

の
交
流
を
目
的
に
し
た
『
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
パ
レ
ー
ド
』、
地
元
で
活

躍
さ
れ
て
い
る
バ
ン
ド
と
住
民
で

繰
り
広
げ
ら
れ
る
『
ジ
ャ
ズ
コ
ン

サ
ー
ト
』
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
イ
ベ

朝日野在住

 小  早  川   裕  子 さん
こ ばや かわ ゆう こ

東洋大学大学院博士（国
際地域学）号を取得する
傍ら、地域住民で運営す
る『わいわいきまぐれ
ワークショップ』を中心
とした活動で、地域や町
を盛り上げます。

楽
し
さ
あ
ふ
れ
る
活
動

地
域
の
輪
を
広
げ
て
町
を
元
気
に

広報いたくら　Ｈ22．３．１ �楽しい情報や話題、「Tomor r ow」、「Baby St ar」への自薦・他薦などお気軽に
お寄せください。　�82- 1111　�82- 1300　�k- j ouhou@t own. i t akur a. gunma. j p
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○生年月日　平成21年５月11日
　体重３，１０８ｇのかわいい女の子

� 智  尚 パパと
とも ひさ

 真  佑  美 ママから
ま ゆ み

　いつも笑顔で元気な花菜。家族
みんなの宝物だよ！

 宇  治  川   花  菜  ちゃん（岩田）
う じ が わ  は な

ン
ト
を
通
し
て
地
域
の
輪
を
広
げ

て
い
ま
す
。

　

毎
年
発
行
し
て
い
る
ニ
ュ
ー
ス

レ
タ
ー
に
は
、
活
動
報
告
や
イ
ベ

ン
ト
情
報
な
ど
を
掲
載
し
、
近
隣

の
住
宅
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
活
動
が
認
め
ら
れ
、
さ
ま

ざ
ま
な
町
活
性
化
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
か
ら
協
力
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
町
の
領
域
を
超
え
群
馬

県
に
も
及
ん
だ
そ
う
で
す
。

　

研
究
に
身
を
投
じ
て

　

そ
ん
な
折
、
東
洋
大
学
大
学
院

国
際
地
域
学
研
究
科
で
『
ア
ジ
ア

に 
於 
け
る
都
市
開
発
』
を
学
ぶ
事

お

に
な
り
ま
す
。
視
野
の
広
い
と
こ

ろ
か
ら
ま
ち
づ
く
り
を
見
て
み
た

い
と
学
問
の
世
界
に
飛
び
込
ん
だ

の
で
す
が
、
家
庭
、
仕
事
と
学
生

を
両
立
さ
せ
る
こ
と
は
、
並
大
抵

の
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
年
数
回

は
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ス
ラ
ム
で
現
地

の
人
の
生
活
を
体
験
し
、
声
を
聞

き
、
研
究
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

「
学
会
の
準
備
は
、
仕
事
を
終
え

て
か
ら
夜
通
し
か
か
る
、
寝
る
時

間
は
ほ
と
ん
ど
無
い
毎
日
で
し

た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
小
早
川
さ
ん
は
、
何

事
に
も
妥
協
し
な
い
そ
の
パ
ワ
フ

ル
な
性
格
で
、
東
洋
大
学
大
学
院

博
士
号
を
手
に
し
た
の
で
す
。

　

誇
り
に
思
え
る
よ
う
に

　
「
自
由
に
生
活
す
る
た
め
に
は

行
政
に
ば
か
り
依
存
す
る
の
で
は

な
く
、
自
分
た
ち
の
意
見
を
投
げ

か
け
、
行
動
す
る
こ
と
が
重
要
。

そ
し
て
そ
れ
に
伴
う
責
任
と
の
バ

ラ
ン
ス
が
大
切
」
と
の
考
え
方
は
、

小
早
川
さ
ん
の
生
き
方
そ
の
も
の

に
も
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
板
倉
町
に
は
、
町
を
も
っ
と

活
性
化
で
き
る
環
境
や
人
材
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
を
住
民
の
か
た
に

は
再
認
識
し
誇
り
に
思
っ
て
も
ら

い
た
い
。
移
転
さ
れ
た
住
民
の
か

た
に
は
積
極
的
に
町
に
溶
け
込
ん

で
欲
し
い
で
す
ね
」
と
話
す
小
早

川
さ
ん
。

　

町
を
元
気
に
さ
せ
る
人
材
、
ま

さ
に
小
早
川
さ
ん
は
そ
の
人
で
す
。

　

広
報
編
集
委
員　

入
内
島
敦
子

 高  橋   梨  紗 さん（西岡）
たか はし り さ

平成元年生まれ　20歳〔血液型Ｂ型〕
板倉町は自然が多く、穏やかな感じです。

現
在
は
何
を
し
て
い
ま
す
か
？

　

将
来
、
直
接
人
と
か
か
わ
れ
る

仕
事
に
就
き
た
い
と
考
え
、
い
ろ

い
ろ
と
悩
ん
で
い
る
時
に
、
病
院

や
施
設
な
ど
で
患
者
さ
ん
の
身
体

や
心
の
リ
ハ
ビ
リ
を
行
う
作
業
療

法
士
に
つ
い
て
知
り
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
作
業
療
法
士
を
目
指

し
、
埼
玉
県
内
に
あ
る
大
学
で
保

健
医
療
福
祉
を
学
ん
で
い
ま
す
。

あ
な
た
の
夢
は
何
で
す
か
？

　

先
月
、
初
め
て
病
院
で
実
習
を

行
い
、
あ
ら
た
め
て
作
業
療
法
士

へ
の
夢
も
膨
ら
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
学
で
は
ア
カ
ペ
ラ

サ
ー
ク
ル
に
入
っ
て
、
病
院
や
施

設
の
患
者
さ
ん
の
前
で
う
た
っ
た

り
も
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
勉
強

と
と
も
に
サ
ー
ク
ル
活
動
に
も
が

ん
ば
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　正解者の中から、抽選で５名のかた
にすてきな賞品をプレゼントします。
たくさんご応募をお待ちしています！

【今月の問題】
　幸せな結婚をするためにさまざまな
活動することを何というでしょうか？
漢字２文字でお答えください。

応募方法　はがき、またはメールにク
イズの答え、住所、氏名(ペンネーム希
望の場合は記載ください）、年齢、町や
広報紙に対するご意見、ご感想などを
明記し、送ってください。
あて先　〒３７４－０１９２
板倉町役場情報広報係
「広報クイズ」係
�k- j ouhou@t own. i t akur a. gunma. j p
締切　３月19日(金)
【２月号の答え】
板倉保育園
【当選者】
永島ななさん
福岡ツネさん
チコさん
のりかさん
エンリーさん
（フリガナ略）
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板
倉
町
は
、
風
景
に
魅
力
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
の
魅
力
を

調
査
者
の
目
、
そ
し
て
新
聞
記
者

の
目
、
さ
ら
に
は
全
国
的
な
農
村

風
景
の
重
要
性
を
訴
え
て
こ
ら
れ

た
研
究
者
の
目
か
ら
語
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

○
第
１
回

日
時　

３
月　

日　
20

(土)

　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

場
所　

東
部
公
民
館

講
演

・「
板
倉
町
の
風
景
と
景
観
」　

�
文
化
財
保
存
計
画
協
会
研
究
員

 
大  
江  
栄  
三 

お
お 
え 
え
い 
ぞ
う

・「
の
ん
び
り
ペ
ダ
ル
を
こ
い
で
み

ま
せ
ん
か
、
時
速　

キ
ロ
の
旅　

10

古
里
（
板
倉
）
の
魅
力
」　�
上
毛

新
聞
社
地
方
部
長　
 
子  
安   
悟 

こ 
や
す 
さ
と
る

○
第
２
回

日
時　

３
月　

日　
27

(土)

　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

場
所　

中
央
公
民
館

講
演

・「『
農
』
の
風
景
の
魅
力
と
保
全

の
方
法
」　

東
京
農
業
大
学
地
域

環
境
科
学
部
教
授　
 
進  
士  
五  
十  
八 

し
ん 
じ 

い 

そ 

や

参
加
費　

無
料

問
合
せ　

生
涯
学
習
係

�
内
線
６
２
２

　

町
教
育
委
員
会

で
は
、
小
・
中
学

校
の
児
童
・
生
徒

の
学
習
や
生
活
な

ど
を
指
導
す
る
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

仕
事
内
容　

１
ク
ラ
ス
を
２
つ
の

ク
ラ
ス
に
分
け
た
少
人
数
指
導

や
、
複
数
教
員
が
指
導
を
行
う

テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
な
ど
、

小
中
学
生
の
学
習
指
導
を
行
い
ま
す
。

※
要
教
員
免
許
状

募
集
人
員　

小
学
校
２
名
、
中
学

校
１
名
（
数
学
ま
た
は
理
科
の
免

許
状
を
有
す
る
か
た
）

任
期　

１
年
（
４
月
７
日
〜
平
成

　

年
３
月　

日
）

23

31

勤
務
時
間　

小
学
校
に
つ
い
て
は

週
４
〜
５
日
で　

時
間
以
内
、
中

28

学
校
に
つ
い
て
は
週
５
日
で　

時
35

間
以
内

※
勤
務
時
間
、
勤
務
形
態
に
つ
い

て
は
要
相
談

給
与　

時
給
１，
１
０
０
円

選
考
方
法　

面
接

申
込
方
法　

履
歴
書
持
参
の
う

え
、
学
校
教
育
係
へ

申
込
期
限　

３
月　

日　
12

(金)

申
込
先
・
問
合
せ

学
校
教
育
係

�
内
線
６
１
２

◆
写
真
展
「 
彩  
 々
」

さ
い 
さ
い

日
時　

３
月　

日　

〜　

日　
　

18

(木)

28

(日)

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

出
展　

サ
ン
デ
ー
く
ら
ぶ

入
場
料　

無
料

◆
生
け
花
展
「
花
の
あ
る
暮
ら
し
」

日
時　

４
月
３
日　

〜　

日　

(土)

18

(日)

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

出
展　
 
小  
峰  
八  
重  
子 
と
仲
間
た
ち

こ 
み
ね 
や 

え 

こ

入
場
料　

無
料

�
わ
た
ら
せ
自
然
館

　
　
　
　

（
月
・
火
曜
日
は
休
館
日
）

さ
く
ら
ウ
ォ
ー
ク 
〜
参
加
者
募
集
〜

　

気
軽
に
で

き
る
ス
ポ
ー

ツ
「
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
」を
、

谷
田
川
の
春

の
風
景
を
楽

し
み
な
が

ら
、い
っ
し
ょ

に
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
板
倉
町

を
再
発
見
で
き
る
か
も
…
。

日
時　

４
月
４
日　
(日)

午
前
８
時
集
合
、
８
時　

分
出
発

30

集
合
場
所　

健
康
の
郷
「
季
楽
里
」

（
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
地
点
）

コ
ー
ス　

Ａ
（
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

コ
ー
ス
約
７
㎞
）、
Ｂ
（
チ
ャ
レ
ン

ジ
コ
ー
ス
約　

㎞
）
の
２
コ
ー
ス

13

参
加
費　

無
料

定
員　

各
コ
ー
ス　

名
（
各
コ
ー

50

ス
と
も
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

対
象
者　

町
内
在
住
在
勤
の
か
た

主
催　

板
倉
町
体
育
協
会

主
管　

板
倉
町
体
育
指
導
委
員
会

協
力　

板
倉
町
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ

申
込
期
限　

３
月　

日　
20

(土)

申
込
先
・
問
合
せ

海
洋
セ
ン
タ
ー

�
　

－

０
８
５
８

82

板
倉
学
講
座

　
　
　
「
農
」
の
風
景

少
人
数
等

　
　
　

指
導
員
募
集
！

ご意見を募集します
重要文化的景観の申出対象地域の重点地区風景計画

　町では、景観法に基づく風景計画の策定を進めています
が、この度重要文化的景観の申出対象となる重点地区の風
景計画（素案）がまとまりましたので、下記により町民の
皆様のご意見を募集します。
１　対象となる素案　水辺風景づくり重点地区計画（素案）
２　素案の閲覧場所　各公民館及び役場都市建設課
３　素案の閲覧期間　３月１日(月)～17日(水)
　　　　　　　　　　午前８時30分～午後５時30分
　　※各公民館については休館日を、役場都市建設課につ
　　　いては土日を除きます。
４　意見書の提出について
　　　素案について意見のあるかたは、住所、氏名、意見
　　を明記した意見書（様式自由）を都市建設課あてにご
　　提出ください。
　　・提出期間　上記閲覧期間と同じ
　　・提出先　都市建設課都市計画係　�内線４２２
　　　　※郵送、ＦＡＸ（８２－４０６２）及び各公民館の
　　　　　意見ボックスによる提出も可能。
　　　　　３月17日(水)午後５時30分必着

広報いたくら　Ｈ22．３．１

中央公民館　�82- 2435 �82- 2436　　南部公民館　�82- 1424 �82- 1943
東部公民館　�82- 1241 �80- 4047　　北部公民館　�77- 1855 �77- 1854
海洋センター　�82- 0858 �82- 0899　　わたらせ自然館　�82- 1935 �82- 0664
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◆
手
作
り
パ
ン
教
室

日
時　

３
月　

日　
　

20

(土)

　
　
　

午
後
１
時　

分
30

内
容　

カ
レ
ー
パ
ン
づ
く
り

講
師　
 
青  
木  
敬  
子 
さ
ん

あ
お 
き 
け
い 
こ

対
象
者　

一
般
成
人
９
名

費
用　

材
料
費
実
費
負
担

持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん
・

パ
ン
を
入
れ
る
容
器

◆
手
作
り
ス
ウ
ィ
ー
ツ
教
室

日
時　

３
月　

日　
　

27

(土)

　
　
　

１
部　

午
後
１
時　

分
30

　
　
　

２
部　

午
後
６
時

内
容　

ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
づ
く
り

講
師　
 
田  
部  
井  
洋  
子 
さ
ん

た 

べ 

い 
よ
う 
こ

費
用　

材
料
費
実
費
負
担

対
象
者　

一
般
成
人　

各
部
６
名

持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん
・

持
ち
帰
り
用
空
き
箱

◆
メ
ン
ズ
・
ク
ッ
キ
ン
グ
（
基
礎

コ
ー
ス
）
教
室

日
時　

３
月　

日　
　

28

(日)

　
　
　

午
前
９
時　

分
30

内
容　

ご
は
ん
・
み
そ
汁
・
肉
じ
ゃ

が
づ
く
り

講
師　
 
小  
倉  
京  
子 
さ
ん

お 
ぐ
ら 
き
ょ
う 
こ

費
用　

材
料
費
実
費
負
担

対
象
者　

一
般
成
人　

名
20

持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん
・

筆
記
用
具

申
込
期
限　

３
月　

日　
21

(日)

◆
印
伝
調
小
銭
入
れ
講
習
会

日
時　

３
月　

日　
12

(金)

　
　
　

午
後
１
時　

分
30

内
容　

印
伝
調
小
銭
入
れ
づ
く
り

講
師　

小
野
里
手
芸
店

対
象
者　

一
般
成
人　

名
20

費
用　

１，
０
０
０
円

持
参
品　

工
作
用
は
さ
み

◆
健
康
ふ
り
か
け
（ 
錦  
松  
梅 
）
づ

き
ん 
し
ょ
う 
ば
い

く
り
教
室

日
時　

３
月　

日　
　

午
前
９
時

19

(金)

内
容　

錦
松
梅
他
無
添
加
食
品
づ

く
り

講
師　
 
木  
村  
紀  
代  
子 
さ
ん

き 
む
ら 
き 

よ 

こ

対
象
者　

一
般
成
人　

名
15

費
用　

材
料
費
実
費
負
担

持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん
・

持
ち
帰
り
用
の
容
器

◆
さ
く
ら
が
お
か
お
は
な
し
会

日
時　

３
月　

日　
20

(土)

　
　
　

午
前　

時　

分

10

30

内
容　

読
み
聞
か
せ
と
工
作

場
所　

北
部
公
民
館

◆
第　

回
板
倉
町
民
謡
民
舞
お
さ

38

ら
い
会

期
日　

３
月　

日　
14

(日)

開
場　

午
前
９
時　

分
30

開
演　

午
前　

時
10

※
式
典
は
正
午
に
開
催
し
ま
す
。

場
所　

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

出
演　

板
倉
町
民
謡
会
本
部
・
各

支
部

◆
ち
ぎ
り
絵
ク
ラ
ブ
作
品
展

期
間　

３
月
２
日　

〜　

日　

(火)

31

(水)

場
所　

中
央
公
民
館
２
Ｆ
ロ
ビ
ー

期
間　

４
月
〜
６
月（
全　

回
）

10

　
　
　

毎
週
土
曜
日

時
間　

午
後
７
時

場
所　

栃
木
県
藤
岡
町
弓
道
場

参
加
費　

１，
０
０
０
円（
保
険
代
な
ど
）

対
象
者　

中
学
生
以
上
の
か
た

募
集
人
員　
　

名
20

申
込
み　

参
加
費
を
添
え
て
３
月　
26

日　

ま
で
に
海
洋
セ
ン
タ
ー
へ
。

(金)
期
間　

４
月
〜
５
月（
全
７
回
）

　
　
　

毎
週
水
曜
日

時
間　

午
後
７
時　

分
30

場
所　

ゴ
ル
フ
パ
ー
ト
ナ
ー
館
林
練
習
場

参
加
費　

毎
回
１，
２
０
０
円（
練
習

場
使
用
料
と
し
て
）

対
象
者　

中
学
生
以
上
の
か
た

募
集
人
員　
　

名
20

申
込
み　

３
月　

日　

ま
で
に
電
話

26

(金)

に
て
海
洋
セ
ン
タ
ー
へ
。

日
時　

３
月　

日　
　

午
後
７
時

11

(木)

場
所　

海
洋
セ
ン
タ
ー

◆申込先・受付
　３月２日（火）～
※各公民館へ電話で
　お申し込みください
（月曜日・祝日は休館日
  月曜祝日の場合は火曜も休館）

受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集東
部
公
民
館

南
部
公
民
館

中
央
公
民
館

　

弓
道
教
室

－

参
加
者
募
集－

　

ゴ
ル
フ
教
室－

参
加
者
募
集－

　

夜
間
社
会
体
育
施
設

　

利
用
者
調
整
会
議

北
部
公
民
館

受
賞
さ
れ
ま
し
た

　

去
る
平
成　

年　

月　

日　

21

11

20

(金)

に
ご
逝
去
さ
れ
た 
荒  
井  
七  
郎 
さ

あ
ら 

い 

し
ち 
ろ
う

ん
（
元
板
倉
中
学
校
長　

館
林
市

代
官
町
）
が
、
正
六
位
瑞
宝
双
光

章
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

板
倉
町
ご
出
身
の
荒
井
さ
ん

は
、
昭
和　

年
群
馬
師
範
学
校
卒

24

業
後
、
邑
楽
郡
伊
奈
良
村
立
伊
奈

良
小
学
校
（
現
板
倉
町
立
西
小
学

校
）に
奉
職
し
て
以
来
、
館
林
市
・

大
泉
町
・
明
和
町
・
板
倉
町
の
小
・

中
学
校
の
教
諭
・
教
頭
・
校
長
を

歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

通
算　

年
間
の
永
き
に
わ
た

41

り
教
育
一
筋
に 
真  
摯 
に
歩
ま
れ
、

し
ん 
し

特
に
南
小
学
校
長
時
代
に
は
教

育
環
境
の
充
実
に
努
め
る
と
共

に
板
倉
中
学
校
長
時
代
に
は
勤

労
生
産
学
習
の
文
部
省
指
定
を

受
け
る
な
ど
、
板
倉
町
の
教
育
の

発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

公
民
館
の

　
　
　

イ
ベ
ン
ト
情
報
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て
く
だ
さ
い
。
新
た
に　

代
健
診

20

を
実
施
し
ま
す
。

提
出
期
限　

３
月　

日　
23

(火)

提
出
方
法　

行
政
区
役
員
を
通
じ

て
、
ま
た
は
直
接
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。（
郵
送
可
）

提
出
先
・
問
合
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー

�
　

－

３
７
５
７

82

　

介
護
の
不
安
や
悩
み
を
抱
え
て

い
ま
せ
ん
か
。
介
護
の
技
術
を
身

に
つ
け
、
介
護
経
験
に
つ
い
て
語

り
合
う
家
族
介
護
教
室
を
開
催
し

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

３
月　

日　
　

26

(金)

午
後
１
時　

分
30

場
所　

総
合
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

講
師　

板
倉
町
社
会
福
祉
協
議
会

介
護
福
祉
士　
 
亀  
山  
郁  
子 
先
生

か
め 
や
ま 
い
く 
こ

内
容　

①
ベ
ッ
ド
メ
イ
キ
ン
グ

（
シ
ー
ツ
交
換
・
衣
服
着
脱
）

②
介
護
の
語
ら
い

募
集
人
数　
　

名
20

申
込
期
限　

３
月　

日　
19

(金)

申
込
先
・
問
合
せ

○
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

�
内
線
３
２
６

○
板
倉
町
社
会
福
祉
協
議
会

�
　

－
３
９
０
０

82

　

館
林
都
市
計
画
道
路
３
・
３
・

１
号
南
部
幹
線
及
び
３
・
４
・　
40

号
通
・
仲
伊
谷
田
線
が
２
月
５
日

付
け
で
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
道
３
５
４
号
バ
イ
パ
ス
（
海

老
瀬
〜
下
五
箇
）
に
係
る
変
更
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

関
係
図
書
は
、
県
都
市
計
画

課
、
県
館
林
土
木
事
務
所
、
町
都

市
建
設
課
で
縦
覧
で
き
ま
す
。　

問
合
せ

○
県
都
市
計
画
課

�
０
２
７－

２
２
６－

３
６
５
４

○
県
館
林
土
木
事
務
所

�
　

－

４
３
５
５

72
○
都
市
計
画
係

�
内
線
４
２
２

　

町
で
は
、
母
子
・
父
子
家
庭
な

ど
の
児
童
に
対
し
て
入
学
・
進
学

の
支
度
金
を
支
給
す
る
制
度
を

行
っ
て
い
ま
す
。
次
の
要
件
に
該

当
す
る
か
た
は
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
た
だ
し
所
得
に
よ
る
支
給
制

限
が
あ
り
ま
す
。

対
象　

離
婚
・
死
別
な
ど
で
母
子
・

父
子
家
庭
な
ど
と
な
っ
た
児
童

支
給
額

○
小
学
校
入
学　

１
０，
０
０
０
円

平
成　

年
４
月
２
日
〜
平
成　

年

15

16

４
月
１
日
生

○
中
学
校
進
学　

１
５，
０
０
０
円

平
成
９
年
４
月
２
日
〜
平
成　

年
10

４
月
１
日
生

○
高
校
進
学　
  
２
０，
０
０
０
円

平
成
６
年
４
月
２
日
〜
平
成
７
年

４
月
１
日
生

申
請
方
法　

所
定
の
申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
て
申
請
す
る
。

※
申
請
書
は
役
場
で
配
布
し
て
い

ま
す
。

申
請
期
限　

３
月　

日　
18

(木)

申
請
先
・
問
合
せ

福
祉
係

�
内
線
３
１
１

　

町
で
は
、
中
学
３
年
生
ま
で
の

子
ど
も
に
福
祉
医
療
費
受
給
資
格

者
証
が
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
た

だ
し
、
小
学
校
に
上
が
る
際
に
更

新
が
あ
り
ま
す
。
４
月
に
小
学
１

年
生
と
な
る
か
た
は
、
３
月
中
に

通
知
と
申
請
用
紙
が
郵
送
さ
れ
ま

す
の
で
、
通
知
に
記
載
さ
れ
た
手

続
き
方
法
に
従
っ
て
更
新
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
中
学
３
年
生
の
か

た
は
、
３
月　

日
で
資
格
が
終
了

31

し
ま
す
。
期
限
の
切
れ
た
福
祉
医

療
費
受
給
資
格
者
証
は
、
最
寄
り

の
公
民
館
や
役
場
へ
返
却
ま
た

は
、
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
な
ど
で
の
処

分
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
請
先
・
問
合
せ

保
険
医
療
係

�
内
線
３
２
６

　

平
成　

年
度
に
実
施
予
定
の
各

22

種
健
康
診
断
に
つ
い
て
、
申
し
込

み
を
取
り
ま
と
め
ま
す
。

　

２
月
１
日
現
在
で
住
民
登
録
が

あ
る
か
た
（　

歳
以
上
）
に
、
行

20

政
区
役
員
を
通
じ
て
申
込
書
を
配

布
し
ま
す
。
世
帯
ご
と
に
封
入
し

て
あ
り
ま
す
の
で
、
各
人
が
該
当

箇
所
に
○
印
を
付
け
期
日
ま
で
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
町
の
健
診

を
希
望
し
な
い
場
合
で
も
、
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
行
政
区
に
登
録
が
な
い
か
た
は

個
別
郵
送
し
ま
す
。

　

実
施
予
定
の
健
診
に
つ
い
て

は
、
同
封
の
「
保
健
セ
ン
タ
ー
日

程
表
〜
成
人
健
診
〜
」
を
参
照
し

人　口　　１６，０９４人（－11）
　男　　　　７，９７６人（－９）
　女　　　　８，１１８人（－２）
世帯数　　　５，２０５戸（－２）

（　）内は前月比
平成22年２月１日現在

都
市
計
画
変
更
縦
覧

国
道
３
５
４
号

母
子
・
父
子
家
庭
児
童

入
学
進
学
支
度
金
制
度

更
新
が
必
要
で
す

福
祉
医
療
費
受
給
資
格
者
証

申
し
込
み
く
だ
さ
い

各
種
健
康
診
断

介
護
を
も
っ
と
身
近
に
！

家
族
介
護
教
室
開
催

年累計  40件板倉の事件事故状況
※(  )内は累計（１月１日～２月15日）
３件(   ３件)�侵入窃盗
１件(   １件)�車上ねらい
１件(   １件)�自動販売機ねらい
４件(   ４件)�乗物盗難
４件(   ４件)�その他の事件
６件(   ６件)�人身事故
21件(  21件)�物件事故

注意して みんなで目指す 無事故の町

広報いたくら　Ｈ22．３．１(13)

　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
さ
れ

た
ご
み
の
中
で
、
燃
え
る
ご
み
の

指
定
袋
に
、
古
着
・
ふ
と
ん
・
ぬ

い
ぐ
る
み
な
ど
が
入
れ
て
あ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
も
の

は
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
次
の
よ

う
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
古
着
類
（
中
綿
の
入
っ
て
い
な

い
古
着
、
タ
オ
ル
、
カ
ー
テ
ン
な

ど
）
は
、
資
源
化
セ
ン
タ
ー
に
持

ち
込
む
。

○
ジ
ャ
ン
パ
ー
や
は
ん
て
ん
な
ど

中
綿
の
入
っ
て
い
る
古
着
は
、
ふ

と
ん
・
家
具
類
の
指
定
日
に
資
源

化
セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込
む
。

○
ふ
と
ん
・
カ
ー
ペ
ッ
ト
・
ぬ
い

ぐ
る
み
な
ど
は
、
ふ
と
ん
・
家
具

類
の
指
定
日
に
資
源
化
セ
ン
タ
ー

に
持
ち
込
む
。

○
カ
バ
ン
・
靴
・
ベ
ル
ト
な
ど

は
、
チ
ャ
ッ
ク
な
ど
の
金
属
部
分

を
取
り
除
い
て
燃
え
る
ご
み
の
袋

に
入
れ
、
金
属
部
分
は
危
険
物
の

袋
に
入
れ
て
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
出
す
。

※
ふ
と
ん
・
家
具
類
の
指
定
日

は
、
広
報
紙
裏
表
紙
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

資
源
化
セ
ン
タ
ー

�
　

－

５
３
７
１

82

納
付
期
限
は
平
成　

年
３
月　

日

22

31

　

、
平
成　

年
３
月
分
の
保
険
料

(水)

22

の
納
付
期
限
は
平
成　

年
４
月　

22

30

日　

で
す
。

(金)

　

保
険
料
を
納
め
忘
れ
て
未
納
の

ま
ま
に
し
て
し
ま
う
と
、
将
来
受

け
取
る
年
金
額
が
減
額
さ
れ
た

り
、
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る

場
合
が
あ
る
ば
か
り
か
、
万
が
一

の
事
故
な
ど
で
障
害
者
に
な
っ
た

と
き
の
障
害
年
金
、
あ
る
い
は
一

家
の
支
え
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き

の
遺
族
年
金
を
受
け
ら
れ
な
く
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

納
め
忘
れ
て
い
る
か
た
は
、
４

月
中
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

保
険
料
の
納
付
は
、
口
座
振
替

の
「 
早  
割 
」
が
お
得
で
便
利
で
す

は
や 
わ
り

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

太
田
年
金
事
務
所

�
　

－

３
７
１
２

49

　

進
学
・
就
職
な
ど
に
伴
い
住
所

異
動
さ
れ
る
か
た
は
、
早
め
の
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

届
出
期
間

○
転
入
届　

転
入
し
た
日
か
ら　
14

日
以
内

○
転
出
届　

転
出
す
る
日
が
決

ま
っ
た
ら
（
転
出
す
る
日
の
前
後

２
週
間
以
内
）

問
合
せ　

戸
籍
年
金
係

�
内
線
２
３
２

　

平
成　

年
度
分
の
国
民
年
金
保

21

険
料
の
納
付
は
お
済
み
で
す
か
。

　

平
成　

年
２
月
分
の
保
険
料
の

22

《広告》 《広告》

電話当 番 店曜日日月

82- 0095山岸管工設備土６

３

82- 0261㈲小倉設備日７

77- 0057宇治川管工土13

82- 1856高田管工設備日14

77- 0358㈲長谷川設備土20

82- 2982土橋設備祝21

82- 2152㈲佐山設備振休22

82- 0537㈲根岸工業土27

82- 0126尾崎農機日28

82- 1025㈲鈴木設備土３
４

82- 0027㈲岩崎設備日４

○水道料金納入地区　14区の一部～29区

○水道料金口座振替日　３月26日（金）

【検針にご協力ください】

○メーターボックスの上には物を載せないでください

○犬は出入口やメーターから離れた場所につないでください

『広報いたくら』へ有料広告を掲載しませんか？　
広告媒体　広報いたくら（部数5，000部前後，毎月１日発行）
対象企業　公社・公益法人ならびに町内に事業所を有する私
企業・事業者
料金　下１段（横179㎜×縦45㎜）１回当たり１２，０００円
下１段２分の１（横88㎜×縦45㎜）１回当たり６，０００円
申込先・問合せ　情報広報係　�内線１５１

有料広告募集中！

分
別
に
ご
協
力
を

古
着
類
・
カ
バ
ン　

手
続
き
は
お
早
め
に
！

住
民
票
転
入
・
転
出
届

期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

国
民
年
金
保
険
料

　東洋大学生
命科学部では
新実験棟の 竣 

しゅん

 工 を記念して
こう

シンポジウム
を開催します。
日時　３月26日(金)   午後１時～３時
場所　東洋大学板倉キャンパス
第１部　講演（午後１時～）『植物
のおすそわけ』、『微生物は良い子？ 
悪い子？』、『おいしさを科学する』
第２部　新実験棟見学会
（午後２時～）　新実験棟が竣工しま
した。普段は見られない教育研究の
現場をぜひご覧ください。
※事前予約不要／無料
問合せ　東洋大学板倉事務部教学課
�８２－９１７０



( 14)

《広告》 《広告》

　

腰
痛
や
ひ
ざ
痛
と
の
「
う
ま
い

つ
き
あ
い
か
た
」
や
「
痛
み
を
和

ら
げ
る
コ
ツ
」
な
ど
、
悩
み
を
解

決
す
る
た
め
の
プ
ロ
の
テ
ク
ニ
ッ

ク
を
伝
授
し
ま
す
。

日
時　

３
月　

日　
17

(水)

午
後
１
時　

分
〜
３
時

30

場
所　

総
合
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

講
師　

群
馬
県
接
骨
師
会

募
集
人
数　
　

名
20

申
込
期
限　

３
月　

日　
12

(金)

申
込
先
・
問
合
せ

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

�
内
線
３
２
３

　

２
歳
前
後
の
お
子
さ
ん
を
対
象

に
、「
あ
そ
び
の
教
室
」
を
開
催
し

ま
す
。

　
「
う
ち
の
子
は
お
と
な
し
す
ぎ

学
者
の
場
合
は
編
入
学
も
認
め
ら

れ
ま
す
。

入
学
願
書
受
付
期
間

３
月　

日　

〜　

日　

正
午

11

(木)

31

(水)

転
入
学
願
書
受
付
期
間

３
月
２
日　

〜　

日　

正
午

(火)

23

(火)

申
込
先
・
問
合
せ　

県
立
桐
生
女
子
高
等
学
校
通
信
制

�
０
２
７
７－

　

－

２
１
８
１

32

館
林
警
察
署
管
内

振
り
込
め
詐
欺
防
止
運
動

【
今
月
の
川
柳
】

『
ひ
と
り
で
は　

判
断
す
る
な　

何
事
も
』

　

館
林
市　
 
�  
橋  
幸  
一 
さ
ん
作

た
か 
は
し 
こ
う 
い
ち

▼
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
（
ふ
る
さ

と
納
税
）

金
２
０，
０
０
０
円

 
根  
岸  
正  
博 　

様
（
館
林
市
）

ね 
ぎ
し 
ま
さ 
ひ
ろ

金
２
０，
０
０
０
円

匿
名
希
望　

様

金
２
０，
０
０
０
円

匿
名
希
望　

様

○
平
成　

年
度
累
計　
　

名

21

37

８
０
０，
０
０
０
円（
１
月
末
現
在
）

る
？
」、「
元
気
す
ぎ
る
か
な
？
」、

「
子
ど
も
と
ど
ん
な
遊
び
を
し
た

ら
い
い
の
？
」
な
ど
、
子
育
て
っ

て
大
変
と
感
じ
て
い
る
お
父
さ

ん
、
お
母
さ
ん
、
教
室
で
の
遊
び

を
通
し
て
親
子
の
か
か
わ
り
方
を

学
び
ま
し
ょ
う
。

　

毎
月
１
回
、
１
年
間
の
教
室
で

す
。
参
加
さ
れ
る
か
た
は
、
事
前

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

時
間　

午
前　

時　

分
〜　

時　

分

10

30

11

30

内
容　

歌
や
手
遊
び
、
か
ら
だ
を

使
っ
た
あ
そ
び
、
制
作
な
ど

定
員　
　

組
程
度

15

申
込
先
・
問
合
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー

�
　

－

３
７
５
７

82

　

町
で
は
、
乳
児
健
診
で
６
か
月

の
赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者
に
絵
本
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
と
き
に
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
や
手
渡
し
を
し
て
く
れ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格　

○
絵
本
や
子
育
て
支
援
に
興
味
が

あ
り
事
業
に
参
加
で
き
る
か
た

○
月
１
回
（
午
後
２
時
〜
３
時　
30

分
）・
年
３
〜
４
回
く
ら
い
参
加

で
き
る
か
た

内
容　

赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者
に
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
や
簡
単
な
説
明

を
行
い
、
絵
本
を
手
渡
し
ま
す
。

申
込
先
・
問
合
せ

保
健
セ
ン
タ
ー

�
　

－

３
７
５
７

82

　

参
加
さ
れ
る
か
た
は
、
直
接
会

場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

４
月　

日　
　

午
後
４
時

22

(木)

場
所　

館
林
厚
生
病
院　

テ
ー
マ　

慢
性
閉
そ
く
性
肺
疾
患

（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
）と
肺
が
ん
〜
禁
煙
の

た
め
に
〜

講
師　

館
林
厚
生
病
院
呼
吸
器
外

科
医
長　
 
野  
内  
達  
人 
先
生　

の 
う
ち 
た
つ 
ひ
と

問
合
せ　

館
林
厚
生
病
院
総
務
課

�
　

－

３
１
４
０

72

　

県
立
桐
生
女
子
高
等
学
校
通
信

制
課
程
は
、
男
女
共
学
普
通
科
で

年
齢
に
関
係
な
く
入
学
で
き
ま

す
。
家
庭
に
お
い
て
の
レ
ポ
ー
ト

学
習
や
月
２
回
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ

授
業
へ
出
席
す
る
こ
と
が
学
習
の

中
心
で
す
。
高
等
学
校
の
中
途
退

痛
み
の
ケ
ア
と

楽
に
な
る
体
操
教
室

「
あ
そ
び
の
教
室
」

参
加
者
募
集

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

館
林
厚
生
病
院

健
康
講
座
開
催

通
信
制
課
程
生
徒
募
集

県
立
桐
生
女
子
高
等
学
校

広報いたくら　Ｈ22．３．１(15)

　

栃
木
県
の
カ
ー
ド　
「
と
ち
ぎ

笑
顔
つ
ぎ
つ
ぎ
カ
ー
ド
」
の
要
件

（　

歳
ま
で
の
子
ど
も
、
ま
た
は

18妊
婦
の
い
る
世
帯
に
配
布
）
を
満

た
す
世
帯
は
、
カ
ー
ド
の
交
付
を

受
け
て
、
栃
木
県
の
協
賛
店
舗
が

提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

カ
ー
ド
を
受
け
取
る
に
は
役
場

福
祉
課
、
ま
た
は
県
庁
少
子
化
対

策
・
青
少
年
課
で
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
子
ど
も
の
健
康
保
険
証
な

ど
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
ぐ
ー
ち
ょ
き
パ
ス

ポ
ー
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

 

http://kodomo.pref.gunma.jp

申
請
先
・
問
合
せ

○
福
祉
係

�
内
線
３
１
２　

○
県
庁
少
子
化
対
策
・
青
少
年
課

�
０
２
７－

２
２
６－

２
３
９
２

募
集
科
目
・
定
員
（
夜
間
の
み
）

建
築
科
（
３
年
制
）・　

人
20

造
園
科
（
２
年
制
）・　

人
20

訓
練
時
間　

火
曜
・
金
曜
日
の
午

後
７
時
〜
９
時　

分
及
び
日
曜
日

20

の
昼
間
（
月
２
回
程
度
）

入
校
資
格　

義
務
教
育
修
了
者
で

建
築
業
及
び
造
園
業
で
現
在
働
い

て
い
る
か
た

修
了
者
特
典　

２
級
技
能
検
定
を

受
験
す
る
場
合
に
、
学
科
試
験
が

免
除
さ
れ
ま
す
。

申
込
期
限　

４
月　

日　
30

(金)

申
込
先
・
問
合
せ

館
林
地
区
高
等
職
業
訓
練
校

�
　

－

８
２
８
２
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　３月１日(月)～７日(日)は、春季全
国火災予防運動期間です。
　期間中は、毎朝７時に板倉分署の
サイレンが鳴ります。また３月７日
(日)は、消防車両による防火パレー
ドを実施します。
　全国で高齢者や子どもが犠牲とな
る火災が相次いで発生しています。
皆さんもご家庭で７つのポイントを
実施しましょう。
３つの習慣
○寝たばこは、絶対しない。
○ストーブは、燃えやすいものから
　離れた場所で使用する。
○ガスコンロなどのそばを離れると
　きは、必ず火を消す。
４つの対策
○住宅用の火災警報器を設置する。
○寝具などは防炎品を使用する。
○住宅用消火器を設置する。
○隣の家や近所と協力体制をつくる。
問合せ　行政安全係
�内線１２２

　

群
馬
県
と
市
町
村
で
は
、
子
育

て
家
庭
を
街
の
お
店
と
い
っ
し
ょ

に
応
援
す
る
「
ぐ
ー
ち
ょ
き
パ
ス

ポ
ー
ト
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
昨
年　

月
か
ら
は
、
同
様
の

11

事
業
を
実
施
し
て
い
る
栃
木
県
と

の
間
で
連
携
を
開
始
し
ま
し
た
。

　群馬司法書士会による多重債務無
料相談会を開催します。この相談会
では地元の司法書士が相談を担当
し、手続きを依頼する場合の司法書
士費用の全額分割が可能です。
日時　３月28日(日)　
　　　午前10時～午後４時
相談会場
○県内各地の司法書士事務所
事前予約が必要です。３月26日(金)
午後４時までに申し込みください。
○群馬司法書士会館（前橋市）
当日は電話相談も受け付けします。
電話相談・相談日当日の問合せ
�０２７－２２１－０１５６
申込先・問合せ　
群馬司法書士会
�０２７－２２４－７７６３

○診療時間は、午前９時～午後５時
○耳鼻科の診療時間は、午前９時～午後１時
○内科系の※印は、小児科のみとなります。
○救急テレホンサービス（�７３－５６９９）：受診可能病院を紹介しています。

耳 鼻 科外 科 系内 科 系期 日

川田耳鼻医院
７２－３３１４

川島脳外
７５－５５１１

加藤医院
８９－１０３１

竹越医院
８４－３１３７

たけい小児科※
７６－２５２５

後藤内科医院
７２－０１３４

３月７日
（日）

ー
岡田整形外科
７２－３１６３

須田内科医院
６３－１４１４

田沼内科医院
８８－７５２２

こやなぎ※
８０－２２２０

安楽岡医院
７２－０５７２

３月14日
（日）

川村耳鼻咽喉科
７２－１３３７

海宝病院
７４－０８１１

たなか医院
６２－２８８１

藤原医院
８８－７７９７

横田胃腸科
７２－４９７０

３月21日
（祝）

ー
新橋病院

７５－３０１１
群馬アレルギー
８８－５６７８

うえの医院
７２－３３３０

ゆたか医院
７３－７３０８

３月22日
（振休）

ー
真中医院

７２－１６３０
蜂谷病院

６３－０８８８
増田医院

８２－２２５５
橋田内科

７２－０００１
３月28日
（日）

今村クリニック
７０－２２２１

小曽根整形外科
７２－７７０７

福田ペイン
８４－１２３３

堀越医院
７３－４１５１

館林記念病院
７２－３１５５

４月４日
（日）

ー
澤田皮膚外科
７０－７７０３

富士クリニック
２０－１９７１

益田小児科医院※
６２－５５３５

吉田内科
７０－７１１７

４月11日
（日）

板倉耳鼻咽喉科
８０－４３３３

最上胃腸科
７４－３７６３

真下胃腸科
６２－２０２５

横田医院
７２－０２５５

松井内科医院
７５－９８８０

４月18日
（日）

◆緊急　館林厚生病院　７２－３１４０（内科系・外科系）
◆夜間　夜間急病診療所　７３－２３１３　 　　　　

午後７時～10時（日、祝日を除く）　    
内科・小児科（要電話確認）　　　　  

歯 科
館林邑楽歯科保健医療センター

７３－８８１８
午前９時～正午・午後１時～３時

子
育
て
支
援
カ
ー
ド

栃
木
県
と
連
携
し
ま
し
た

入
校
者
募
集
し
ま
す

高
等
職
業
訓
練
校
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